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【原著】 

非利き手での箸操作練習に使用する箸先の形状の違いと 

物体の大きさの違いが操作能力に及ぼす影響 
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2025 年 1 月 14 日受付，2025 年 2 月 4 日受理 

 

要旨：本研究の目的は，箸操作練習に用いる箸先の形状の違いと物体の大きさが箸操作能力に及ぼす影響を検討する

ことである。実験は，左手での箸操作経験がない健常者 15 名に，丸箸と四角箸を先行研究で示された持ち方により
左手で把持させ，直径 5mm，15mm，40mm の円柱を移動することを 2 分間実施した。その結果，40mm 円柱におい
て四角箸の成功数は丸箸と比較して有意に高値を示した（p＜0.01）。5mm 円柱および 15mm 円柱の成功数は丸箸と四

角箸との間で有意な差を認めなかった。15mm 円柱および 40mm 円柱において四角箸の失敗数は丸箸と比較して有意
に低値を示した（p＜0.05）。5mm 円柱の成功数は丸箸と四角箸との間で有意な差を認めなかった。以上のことより，
つまむ物体の大きさに応じて箸先の形状を選択することで難易度が調整できることが示唆された。 

 

キーワード：箸操作，非利き手，練習 

Ⅰ．はじめに     

作業療法士は，脳血管疾患などにより利き手が障害され

箸の使用が困難になった対象者に，非利き手での箸操作練

習を行うことがある 1，2）。その際，できるだけ短期間で高

い箸操作能力を獲得することが求められる。 

Hiroto ら 3）は，「失敗経験は対象者の意欲を減退させ，

ひいては運動学習を阻害する。また，多くの失敗経験をす

ると，人は無力感におちいり，適切な反応を獲得すること

ができなくなる」と報告している。山崎ら 4）は，動作練習

では成功や上達が体感できるプログラムを創出することが

必要であると報告している。そのため，箸操作練習では，

成功や上達が体感できる箸操作課題がよいものと推察され

る。 

木村ら 5）は，作業療法士が行う利き手交換練習における

箸操作練習の方法について，1．ピンセットで小物体のつま

み・はなし，2．箸の開閉，3．箸でのつまみはなし，4．食

事の後半時に実際に使用，5．全食事への使用へと段階付け

ている。古川ら 6）は，「小物体はスポンジ片などの大きく

てつかみやすい物から始めて，大豆などの小さくてつまみ

にくい物へと変えていく。また，箸はバネ付き箸，割箸，

竹箸，塗り箸と段階付けていく」と述べている。中田ら 7）
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は，練習の段階付けについて，「手のフォームの獲得練習，

動きのパターン練習，動きの分離練習，物体の把持練習，

実戦練習を行う。また，物体の把持練習においては，緩衝

材，角砂糖，マカロニ，爪楊枝，あずきを挟んで持ち上げ

る」と述べている。 

このように，箸操作練習では，ピンセット，バネ付き箸

などの食事具の種類，手のフォーム，箸でのつまみはなし

などの練習内容，角砂糖，あずきなどの把持する対象の種

類について言及している先行研究は認められるが，箸の種

類と対象物との関連や根拠について報告している研究は少

ない。 

一方，清宮 8）は，物体と箸先との位置関係に着目し，箸

で物体をつまむ際の重要な要因は，力学的な視点から①つ

まむ物体の重心点付近を持つと物体を弾き飛ばす力が少な

いこと，②重心点付近の面が平行で広いと持ちやすいこと，

③重心付近の面に箸を合わせると物体が滑らないことの 3

点であると述べている。しかし，箸と物体との組み合わせ

について述べられているものの，これを基に練習の段階付

けはされていない。 

著者ら 9）は，木製の丸箸を使用して物品の重さの違いが

練習成果に及ぼす影響を検討した。その結果，箸操作に必

要な手指動作の学習のための練習において，重さが軽い物

品を用いることは失敗が少なく成功体験が得られ，高い箸

操作能力の獲得に有効であることを報告した。実際の食事

場面では，料理・食物の違いによって，対象物の大きさが

異なるため，物体の大きさとの関連についても検討が必要

である。併せて，これらと箸操作能力に影響を及ぼすこと

が考えられる箸先の形状の違いも考慮した検討が必要であ

るが，これらの関連について明らかにしている研究はない。 

そこで，本研究では，非利き手での箸操作練習開始初期

につまみ上げることが容易な課題を明らかにするために，

箸操作練習に用いる箸の先端の形状の違いと物体の大きさ
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の違いが箸操作能力に及ぼす影響を検討した。 

 

Ⅱ．方法 

対象者は，非利き手である左手での箸操作経験がない健

常者 15 名（18 歳～23 歳）とした。また，いずれも右利き

で，左上肢・手指には箸操作の障害となる構造・機能の障

害はない者とした。手部の大きさは，母指長が 56.8±4.5（平

均値±標準偏差）mm，示指長が 56.8±5.2mm，手掌長が

70.7±4.0mm であった。すべての対象者には，本研究の主

旨を十分に説明し，書面にて協力の同意を得た。なお，本

研究は，所属機関の承認（HS2019-046）を得て実施した。 

対象者は，椅子座位にて，先行研究 10）において，操作

能力が高いとされた持ち方により木製の箸（後述）を左手

で把持し，物体（後述）を机上から 30 ㎝の台の上にできる

だけ速く移動することを 2分間行う課題を実施した（図 1）。

なお，使用した台の高さは，箸操作に求められる食器から

口まで食物をこぼさずに運ぶことを想定して 30cmとした。 

課題に使用した物体（図 2）は，直径 5mm の円柱（以下，

5mm 円柱と略す。），直径 15mm の円柱（以下，15mm 円柱

と略す。），直径 40mm の円柱（以下，40mm 円柱と略す。）

とした。これらのサイズは，小豆や麺，ちくわやソーセー

ジ，ゆで卵等，一般的な食物の大きさを参考に設定した。

また，いずれも，物体の長さは 45mm とし，表面に粘着性

伸縮包帯 ELATEX（1mm 厚 ALCARE 社）を巻き，摩擦

の大きさを揃えた。物体の重さは，5mm 円柱が 1g，15mm

円柱が 9g，40mm 円柱が 19g であった。課題に使用した木

製の箸は，丸箸（先端の直径 3mm，長さ 240mm），四角箸

（先端の太さ 4mm，長さ 200mm）とした。なお，箸の長

さは，丸箸がコンビニエンスストアや祝宴で使用される長

さ，四角箸が一般的な割り箸の長さであった。また，箸の

重さは，いずれも 1 本あたり 2g であった。 

図１ 実験課題 

  

5mm 円柱     15mm 円柱      40mm 円柱 

図 2 使用した物体 

 

課題は，3 種類の物体と 2 種類の箸とを組み合わせた計

6課題とし，各課題の実施間には 2分間の休息を設定した。

6 課題の実施の順番は，対象者ごとにランダムに設定した。 

対象者の箸操作能力として，課題の実施時間内に，物体 

をつまみ上げて台の上に乗せられた個数（以下，成功数と

略す。），物体をつまみ上げたものの途中で落下した個数（以

下，失敗数と略す。）をビデオ映像からカウントした。実施

方法は，いずれの物体を用いた課題においても，課題開始

時にその物体 5 個を机上に立てて設置し，対象者が物体を

台の上に移動させた後に，対象者の動作を妨げないように，

検査者がその物体を開始時と同様の状態に戻すことを繰り

返した。統計解析は，各箸の成功数および失敗数を

Steel-Dwass 法により課題間で比較した。各課題の成功数お

よび失敗数について，正規分布している場合には対応のあ

るｔ検定，それ以外は Wilcoxon の符号順位検定により箸間

で比較した。いずれも p＜0.05 を有意とした。解析には

R4.3.2，あるいは，SPSSVersion21.0（IBM 社製）を用いた。 

 

Ⅲ．結果 

1．丸箸で大きさの違う物体を移動した際の成功数および

失敗数 

丸箸で 3 種類の円柱を移動した際の成功数および失敗数

を図 3 に示す。 

成功数（図 3a）は，5mm 円柱が 7（3-30）［中央値（第 1

四分位数-第 3 四分位数）］個，15mm 円柱が 29（21-53）個，

40mm 円柱が 19（15-24）個であった。15mm 円柱の成功数

は，5mm 円柱，40mm 円柱と比較して有意に高値であった

（p＜0.05）。5mm 円柱の成功数は，40mm 円柱と有意な差

を認めなかった。 

失敗数（図 3b）は，5mm 円柱が 5（3-8）［中央値（第 1

四分位数-第 3 四分位数）］個，15mm 円柱が 8（3-10）個，

40mm 円柱が 12（8-19）個であった。40mm 円柱の失敗数

は，5mm 円柱，15mm 円柱と比較して有意に高値であった

（p＜0.01，p＜0.05）。15mm 円柱の失敗数は，5mm 円柱と

有意な差を認めなかった。 

 

2．四角箸で大きさの違う物体を移動した際の成功数およ

び失敗数 

四角箸で 3 種類の円柱を移動した際の成功数を図 4 に示

す。 

成功数（図 4a）は，5mm 円柱が 6（2-29）［中央値（第 1

四分位数-第 3 四分位数）］個，15mm 円柱が 31（29-51）個，

40mm 円柱が 27（22-40）個であった。15mm 円柱と 40mm

円柱の成功数は，5mm 円柱と比較して有意に高値であった

（p＜0.01，p＜0.05）。15mm 円柱の成功数は，40mm 円柱 
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a．成功数 
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    図 4 四角箸で大きさの違う物体を移動した際の成功数および失敗数 

Steel-Dwass 法 
*：p＜0.05   **：p＜0.01  n.s.：not significant 

 

* 

n.s. 

図 3 丸箸で大きさの違う物体を移動した際の成功数および失敗数 

Steel-Dwass 法 
*：p＜0.05   **：p＜0.01  n.s.：not significant 
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表 1 物体の大きさの違いによる 

丸箸および四角箸の成功数 

 丸箸の成功数 四角箸の成功数  

5mm 円柱 7 （ 3-30） 6 （ 2-29） n.s. 

15mm 円柱 29 （21-53） 31 （29-51） n.s. 

40mm 円柱 19 （15-24） 27 （22-40） ** 

中央値（第 1 四分位数-第 3 四分位数） 

Wilcoxon の符号付き順位検定 

n.s.：not significant ** p＜0.01 

 

表 2 物体の大きさの違いによる 

丸箸および四角箸の失敗数 

 丸箸の失敗数 四角箸の失敗数  

5mm 円柱 5 （3- 8） 6 （4-10） n.s. 

15mm 円柱 8 （3-10） 3 （2- 5） * 

40mm 円柱 12 （8-19） 7 （4-10） * 

中央値（第 1 四分位数-第 3 四分位数） 

対応のある t 検定 

n.s.：not significant * p＜0.05 

 

と有意な差を認めなかった。 

失敗数（図 4b）は，5mm 円柱が 6（4-10）［中央値（第 1

四分位数-第 3 四分位数）］個，15mm 円柱が 3（2-5）個，

40mm 円柱が 7（4-10）個であった。失敗数は，いずれの大

きさの間においても有意な差を認めなかった。 

 

3．物体の大きさの違いによる丸箸と四角箸の成功数およ

び失敗数 

 物体の大きさの違いによる丸箸および四角箸の成功数を 

表 1 に示す。 

40mm 円柱において，四角箸の成功数は，丸箸と比較し

て有意に高値を示した（p＜0.01）。5mm 円柱と 15mm 円柱

の成功数は，丸箸と四角箸との間で有意な差を認めなかっ

た。 

物体の大きさの違いによる丸箸および四角箸の失敗数

を表 2 に示す。 

15mm 円柱と 40mm 円柱において，四角箸の失敗数は，

丸箸と比較して，有意に低値を示した（p＜0.05）。5mm 円

柱の成功数は，丸箸と四角箸との間で有意な差を認めなか

った。 

 

Ⅳ．考察 

１）丸箸と大きさの違う物体との関係について 

丸箸で 15mm 円柱を移動した際の成功数は，5mm 円柱，

40mm 円柱と比較して有意に高値を示した。円柱をつまむ

際には，力学的に，近位箸 11）と遠位箸 11）からの力が円柱

の重心線をとらえるように一直線で向き合うことが求めら 

a．5 ㎜円柱 

 

 

b．15 ㎜円柱 

 

 

c．40mm 円柱 

 

 

図 5 球体を箸でつまむ際の力学的関係（水平面） 

：重心点 

 

 

a．5 ㎜円柱       b．15 ㎜円柱 

  

           

 

 

 

 

 

図 6 球体を箸でつまむ際の力学的関係（垂直面） 

：箸 

：重心点 

：重心点を通る垂線 

 

 

れる。また，清宮は 8）物体と箸先の位置関係について，重

心点付近の面が平行で広く，箸をその面に平行に合わせる

とつまみ易いと述べている。本結果は，多くの対象者にお

いて箸先を 15mm 開くと近位箸と遠位箸とが平行に近い状

態（図 5b）になることにより，それがつまみ上げられる円

柱の直径 15mm 円柱とおおよそ一致していたためであると

推察された。 

40mm 円柱の失敗数は，5mm 円柱，15mm 円柱と比較し

て有意に高値であった。これは，直径が大きい円柱を丸箸

で操作する際，上述の力学的条件を満たしにくい（図 5c）

ことを示唆している。 
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2）四角箸と大きさの違う物体との関係について 

四角箸で 15mm 円柱および 40mm 円柱を移動した際の成

功数は，5mm 円柱と比較して有意に高値を示した。失敗数

は，どの大きさとも有意な差を認めなかった。この理由と

して，15mm 円柱，40mm 円柱をつまむ際には，近位箸 11）

と遠位箸 11）の先端の位置が上下にわずかにずれても，箸

先の面同士が平行で，かつ，重心点を通る垂線をとらえる

つまむ力が一直線上で向き合いやすい（図 5b，図 6b）ため，

つまみ上げられるものと推察された。清宮は 8）物体と箸先

の位置関係について，つまむ物体の重心点に近い位置を持

つと物体を弾き飛ばす力が少ないと述べている。結果は，

15mm 円柱とそれをつまむ際の箸先の幅がおおよそ一致し，

また箸先の形状が面であることがその関係を満たしやすく

したものと推察された。一方，5mm 円柱をつまむ際には，

箸先が平行にならず，重心点を通る垂線をとらえる力が一

直線に向き合わない（図 5a，図 6a）ことにより成功が少な

いものと推察された。 

 

3）物体の大きさの違いによる丸箸と四角箸の比較につい

て 

本研究では，直径 15mm 円柱を四角箸で操作した際に成

功が多く失敗が少ない，つまり，難易度が低く，また，直

径 5mm 円柱を丸箸で操作した際に成功が少なく，直径 40mm

円柱を丸箸で操作した際に失敗が多い，つまり，難易度が

高いものと推察された。したがって，この結果は，箸操作

練習の段階付けを検討する際に考慮すべき点であることが

示唆された。 

 

4）箸操作練習初期における箸先の形状と物体の大きさに

ついて 

これまで箸操作練習初期に使用されている角砂糖 7）など

の物体の大きさは，本研究で用いた 15mm 円柱と同程度で

あり，練習初期につまみ上げやすい物体であるものと推察

された。また，練習に使用する箸の形状は，割箸，竹箸，

塗り箸と段階付けていく 6）とされている通り，練習初期に

は割箸に多い四角箸が有用であるものと推察された。 

このことより，作業療法士が箸操作練習を設計する際に，

練習初期の段階では，四角箸で直径 15mm の円柱をつまむ

ことが効果的な練習になり，また，つまむ物体の大きさに

応じて箸先の形状を選択することにより，課題の難易度が

調整できることが示唆された。 

 

利益相反 開示すべき利益相反はない。 
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Abstract: The purpose of this study was to examine the effects of chopstick tip shape and object sizes on chopsticks 

operation under training of chopsticks operation with non-dominant hand. In the experiment, 15 healthy subjects with no 

experience in left-handed chopstick manipulation were asked to grasp round and square chopsticks with their left hands 

according to the holding style shown in previous studies, and to move cylinders of 5 mm, 15 mm, and 40 mm in diameter for 2 

minutes. The number of successes of the square chopsticks was significantly higher than that of the round chopsticks for the 

40mm cylinder （p<0.01）. There was no significant difference in the number of successes for 5mm and 15mm cylinders 

between round and square chopsticks. The number of failures for the 15mm and 40mm cylinders was significantly lower for 

the square chopsticks compared to the round chopsticks （p<0.05）. The number of successes for 5mm cylinders was not 

significantly different between round and square chopsticks. These results suggest that the difficulty level can be adjusted by 

selecting the shape of the chopstick tips according to the size of the object to be pinched. 

 

Keywords: chopsticks operation, non-dominant hand, training 

 

 

 


